










   
   
   
   
   
   
   
   
   
 

ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
、1
93
4年
（
昭
和
9年
）に
誕
生
し
ま
し
た
。

誕
生
以
来
、今
日
ま
で
、日
本
初
演
を
含
む
80
作
品
を
超
え
る
オ
ペ
ラ
を

上
演
し
、特
に
イ
タ
リ
ア・
オ
ペ
ラ
を
中
心
に
公
演
し
て
い
ま
す
。

藤
原
義
江
は
人
気
テ
ノ
ー
ル
と
し
て
主
役
で
活
躍
す
る
か
た
わ
ら
、

初
代
総
監
督（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）と
し
て
日
本
の
オ
ペ
ラ
界
の
先
駆
者
と

し
て
偉
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

19
85
年
よ
り
三
代
目
総
監
督
に
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
五
十
嵐
喜
芳
が

就
任
し
、名
作
を
中
心
に
オ
ペ
ラ
の
普
及
を
目
指
し
、外
国
の
歌
手
、指
揮

者
、演
出
家
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
起
用
し
、国
際
レ
ベ
ル
の

舞
台
を
上
演
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、1
98
6年
に
は
日
本
で
初
め
て
字
幕
を
導
入
し
成
功
を
収
め
、

日
本
オ
ペ
ラ
界
の
向
上
・
発
展
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。 
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藤
原
歌
劇
団
旗
揚
げ
公
演「
ラ・
ボ
エ
ー
ム
」(
19
34
年
)
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文
化
庁

五
十
嵐
喜
芳
総
監
督
が
新
国
立
劇
場
オ
ペ
ラ
芸
術
監
督
へ
の
就
任
に

伴
い
退
任
し
た
後
も
、名
作
路
線
を
継
承
し
、2
00
3年
よ
り
バ
ス
歌
手
の

岡
山
廣
幸
が
公
演
監
督（
20
14
年
に
総
監
督
）に
就
任
し
、意
欲
的
に

ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
の
オ
ペ
ラ「
セ
ビ
リ
ャ
の
理
髪
師（
新
校
訂
版
）」
な
ど
を

上
演
し
ま
し
た
。現
在
は
、2
01
6年
4月
よ
り
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
折
江
忠
道

が
総
監
督
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
歌
手
の
マ
リ
エ
ッ
ラ・
デ
ヴ
ィ
ー
ア

や
ア
ン
ト
ニ
ー
ノ・
シ
ラ
グ
ー
ザ
を
招
聘
し
世
界
レ
ベ
ル
の
オ
ペ
ラ
を

上
演
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、8
月
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
日
本
初
と
な
る
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
公

演・
ビ
ゼ
ー
作
曲「
カ
ル
メ
ン
」を
上
演
し
話
題
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
作
曲「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲「
ラ・
ボ
エ
ー
ム
」

な
ど
の
作
品
を
万
全
の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
上
演
し
、日
本
を
代
表
す
る

オ
ペ
ラ
団
体
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

藤
原
歌
劇
団

15
80
年
代
に
、イ
タ
リ
ア・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
貴
族
で
芸
術
の
保
護
に

大
変
熱
心
な
バ
ル
デ
ィ
伯
爵
は
、自
分
の
館
に
詩
人
・
画
家
・
音
楽
家
・
哲

学
者
等
を
招
い
て
、ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
芸
術
運
動
の
中
で
オ
ペ
ラ
は
創
ら
れ
ま
し
た
。

15
98
年
、リ
ヌ
ッ
チ
ー
ニ
台
本
、ペ
ー
リ
作
曲
の「
ダ
フ
ネ
」を
上
演
。こ

れ
が
記
録
に
の
こ
る
最
古
の
オ
ペ
ラ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、1
60
0

年
10
月
6日
、メ
デ
ィ
チ
家
の
お
祝
い
に「
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
」（
ペ
ー
リ
と

カ
ッ
チ
ー
ニ
の
共
作
）が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
が
現
存
す
る
最
古
の

オ
ペ
ラ
で
す
。こ
の
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
た
16
00
年
は
、日
本
で
は
関
が

原
の
戦
い
が
あ
っ
た
年
で
す
。イ
タ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
オ
ペ
ラ
は
そ
の
後

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
で
も
広
が
り
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

な
ど
有
名
な
作
曲
家
が
作
曲
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や

バ
レ
エ
も
取
り
入
れ
ら
れ
、総
合
芸
術
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

日
本
人
に
よ
る
、我
が
国
最
初
の
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
公
演
は
19
03
年

7月
23
日
、東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
で
上
演
さ
れ
た
グ
ル
ッ
ク
の「
オ
ル

フ
ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
」で
す
。
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ID 分野 音楽 種目 音楽劇 ブロック D 区分 A区分

公演団体名 制作団体名

① 会場条件等についての確認
応相談

必要数＊ 5室 可

4tトラック 2台 大型バス 1台 不可

不可

不可

可

可

幅 高さ 不可

可

なし 指定学年＊ 可

可

可

不可

幅 15m 奥行 9m 高さ 指定なし 可

可

可

緞帳＊ バトン＊ 可

要 理由 可

可

可

可

75A 不可

応相談

不可

不可

小学生

本公演について

参加可能人数

学年の指定の有無＊

所要時間の目安
単位：分

各シーン8～10名程度。
ただし、劇中で取り上げる校歌は全校でも参加可能です。

途中休憩を含め、約90～120分程度。
参加生徒数が少ない場合は、多少の調整を相談可能です。

搬入間口について
単位：メートル

1.8m

理由

舞台袖スペースの条件＊ 袖に荷物がなく、通り抜け可能なこと

来校する車両の大きさと台数＊

1m

30m以内

上記車両について「応相談可」の場合，内容詳細

舞台用大道具を搬入する為

・できる限り階段のない経路が望ましい。
・屋根のある経路が望ましい。
1階よりも上または下の階の場合、最低でも5名
以上のお手伝いが搬入出作業時に必要

設置階の制限＊ 1階以外の場合、搬入経路について要事前相談。

搬入経路の最低条件

舞台設置場所＊

舞台設置に必要な広さ
単位：メートル

体育館の舞台を使用
する場合の条件

要

午前中から仕込み・リハーサルを行うため、開演時間は「13:00以降」となります

※主幹電源の必要容量

体育館でないホール公演となる場合、前日までの仕込みが必要となります

その他特記事項

公演に必要な電源容量

指定位置へのピアノの移
動＊

※指定位置は会場設置図面
に て御確認ください。

ピアノの調律・移動の
要否

（調律費・移動費は経
費対象外です）

フロアを使用する場
合の条件

【令和4年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－実施条件等確認書①】

藤原歌劇団 公益財団法人　日本オペラ振興会

控室について

項目

条件

男声、女性出演者、音楽スタッフ、衣裳メイク、
参加生徒の着替え部屋の５室です。目隠しが
可能な部屋を希望します。
また、学校にある洗濯機の使用を希望します。

D49

必要条件等

不可

来校する車両の内，横づけが必要な車両の大きさ 4tトラック２台は体育館回りに駐車または停車。

搬入について

搬入車両の横づけの要否＊

横づけができない場合の搬入可能距離＊

バスケットゴールの設置
状況＊

格納されていれば可

舞台袖スペースの確保＊

要 不要

600名程度。
ただし、コロナ対策としてディスタンスを確保する場合、
この限りではありません。

WSについて

可能な限り、事前の調律をお願い致します。
（難しい場合は持ち込みの電子ピアノで対応）

ピアノの事前調律＊

遮光(暗幕等)の要否＊
演出上、暗転できる環境に照明を
仕込む必要があるため。

ステージ上・フロアの両方

鑑賞可能人数

会場設営・本公演・メインプログラム
の所要時間

※「出演希望調書」内「会場設営の所要時間
(タイムスケジュール)」の目安を御参照ください。



幅 高さ

※搬入に関する条件の詳細については、図面上の表にて御確認ください。

搬入間口について

搬入車両の横づけの要否

横づけができない場合の搬入可能距離

1.8m

30m以内

0

会場図面(表記単位：メートル)

1m

体育館の舞台

舞台袖舞台袖

間口

設置舞台 9 ｍ

鑑賞

位置

後方

トラック

ピアノ

設置

位置

体育館

舞台

体育館

フロア

15 ｍ

鑑賞

位置

鑑賞

位置

1 1

音響卓（長机3枚

分）
照明卓（長机3枚

分）

出演者囲い

通り抜け

スペースの確

保が必要

控室として使

用

スペースの確

保が必要

控室として使

用

通
り

抜
け

通
り

抜
け

機
材

機
材
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